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つくばエキスポセンターミニ講演会



3
月
に
発
生
し
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
は
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
と
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
に
よ
る
食
品
の
汚
染
を
引
き
起
こ
し
、

農
作
物
や
原
乳
が
出
荷
制
限
さ
れ
る
な
ど
、

周
辺
地
域
の
農
業
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。
畜
産
草
地
研
究
所
で
は
、
事
故
直

後
か
ら
海
外
の
文
献
情
報
収
集
、
農
林
水
産

省
へ
の
情
報
提
供
、
多
く
の
方
々
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
、
勉
強
会
へ
の
講
師
派
遣
、
緊
急

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
（
ニ
ュ
ー
スN

o.35

）

な
ど
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
海
外
の

放
射
能
汚
染
対
策
研
究
の
第
一
人
者
や
国
内

の
関
連
研
究
者
に
よ
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
企
画
し
、
9
月
5
日
に
つ
く
ば
国
際
会
議

場
で
農
研
機
構
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
広
域
的
な

農
畜
産
物
の
放
射
能
汚
染
を
効
果
的
に
抑
制

す
る
農
業
技
術
」
を
、
ベ
ル
ギ
ー
大
使
館
、

ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
（
ベ
ル

ギ
ー
）
の
協
賛
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
関
心
の
高
さ
を
反
映
し

て
、
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
幅
広
く
行
政
、

企
業
、
生
産
者
、
消
費
者
か
ら
約
３
５
０
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

3
人
の
講
師
に
よ
る
特
別

講
演
で
は
、ま
ず
、ル
ー
ヴ
ァ

ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
の

Sm
orders

教
授
が
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
の
土
壌
か
ら
植
物

へ
の
移
行
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

理
論
的
に
解
説
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
国
立
環

境
研
究
会
議
のH

ow
ard

博

士
が
、
畜
産
物
へ
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
汚
染

や
そ
の
低
減
対
策
を
幅
広
く
紹
介
し
、
管
理

が
粗
放
な
畜
産
生
産
シ
ス
テ
ム
で
リ
ス
ク
が

高
い
こ
と
や
対
策
技
術
の
選
択
に
必
要
な
視

点
を
示
し
ま
し
た
。
最
後
に
食
品
総
合
研
究

所
の
川
本
研
究
領
域
長
が
、
事
故
が
わ
が
国

の
食
品
に
与
え
た
影
響
お
よ
び
研
究
所
に
お

け
る
対
応
を
紹
介
し
ま
し
た
。
5
人
の
講
師

か
ら
イ
ネ
の
吸
収
と
部
位
別
分
布
、
放
射
性

物
質
の
イ
ネ
へ
の
移
行
モ
デ
ル
、
日
本
の
土

壌
で
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
長
期
に
わ
た
る

動
態
解
析
、
牛
乳
へ
の
移
行
、
汚
染
農
地
の

管
理
法
の
選
択
肢
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。V

andenhove

博
士
（
ベ
ル
ギ
ー
核

研
究
セ
ン
タ
ー
）
は
、
デ
ー

タ
に
基
づ
き
理
論
的
に
植
物

に
よ
る
浄
化
は
困
難
で
あ
る

こ
と
を
示
し
、
食
料
生
産
が

難
し
い
地
域
で
の
非
食
用
作

物
の
生
産
を
提
言
し
ま
し

た
。
活
発
な
質
疑
応
答
が
な

さ
れ
、
休
憩
中
や
講
演
終
了

後
も
講
演
者
に
多
く
の
参
加

者
が
質
問
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
汚
染
の
影
響
は
、
経
営

を
圧
迫
し
畜
産
農
家
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
食
品
に
つ
い
て
の
不
安
を
払
拭
で
き

な
い
消
費
者
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
私

達
が
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
た
海
外
の
研
究
者

は
、
一
様
に
日
本
の
状
況
を
憂
慮
し
、
彼
ら

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
迅
速
に
情
報

提
供
等
に
尽
力
し
、
励
ま
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
畜
産
草
地
研
究
所
は
、
国
内
外
の
関
係

機
関
と
連
携
を
取
っ
て
研
究
を
進
め
、
私
達

が
直
面
し
て
い
る
深
刻
な
課
題
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

（
企
画
管
理
部　

研
究
調
整
役　

栂
村
恭
子
）

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
か
ら
学
ぶ

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
か
ら
学
ぶ

農
業
技
術

農
業
技
術  

〜
国
際
シ
ン
ポ
を
開
催
〜

〜
国
際
シ
ン
ポ
を
開
催
〜  

ルーヴァン・カトリック大学
Smorders 教授による特別講演
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つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー
で

つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー
で

展
示
・
ミ
ニ
講
演
会　
　

展
示
・
ミ
ニ
講
演
会　
　

容
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
内
容

と
関
連
す
る
試
食
・
試
飲
も
行
い
、
好
評
を

得
て
い
ま
し
た
。「
生
草
を
貯
蔵
し
て
み
よ

う
」
な
ど
の
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
全
体

で
３
０
０
人
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、
小
さ

な
お
子
さ
ん
に
は
難
し
い
も
の
も
あ
り
ま
し

た
が
、
楽
し
く
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
成
果
を
、
今
後
の
科
学
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
活
か

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
企
画
管
理
部　

情
報
広
報
課
長　

児
玉
正
文
）

　

9
月
か
ら
11
月
の
3
ヶ
月
に
渡
り
、
つ
く

ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
当
所
の
研

究
成
果
な
ど
の
展
示
、
ミ
ニ
講
演
（
23
テ
ー

マ
で
延
べ
回
数
56
回
）、
参
加
型
イ
ベ
ン
ト

（
6
テ
ー
マ
で
延
べ
回
数
12
回
）
を
実
施
し

ま
し
た
。
多
く
の
訪
問
者
が
あ
り
、
当
所
の

研
究
や
畜
産
な
ど
に
つ
い
て
、
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
い
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
は
、
研
究
成
果
、
研
究

活
動
を
国
民
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
畜
産
研
究
へ
の
理
解
と
支
持
を
得
る
た

め
に
、
小
学
生
や
親
子
連
れ
の
方
々
を
対
象

に
企
画
し
ま
し
た
。
内
容
と
し
て
は
、
一
つ

の
成
果
だ
け
を
知
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
当

所
の
使
命
で
あ
る
、「
草
地
・
飼
料
作
物
の

生
産
か
ら
家
畜
生
産
お
よ
び
家
畜
排
せ
つ
物

の
処
理
・
利
用
ま
で
」
の
研
究
を
見
渡
せ
る

よ
う
計
画
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
所
で
実
施

し
て
い
る
研
究
内
容
と
と
も
に
、
研
究
所
の

活
動
の
様
子
な
ど
を
紹
介
し
、
研
究
の
必
要

性
と
面
白
さ
、楽
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
が
研
究
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ

る
事
を
目
的
に
し
ま
し
た
。

　

平
日
は
研
究
成
果
の
パ
ネ
ル
や
サ
ン
プ
ル

品
、
ミ
ツ
バ
チ
の
観
察
巣
箱
、
ロ
ー
ル
ベ
ー

ル
の
展
示
と
、
研
究
の
様
子
や
ロ
ー
ル
ベ
ー

ル
作
業
、
動
物
飼
育
の
様
子
を
ま
と
め
た
動

画
で
研
究
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。
展
示
パ

ネ
ル
の
内
容
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

作
成
し
配
布
し
ま
し
た
。

　

土
、
日
、
休
日
に
は
展
示
に
加
え
、
ミ
ニ

講
演
、体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

ミ
ニ
講
演
は
一
方
的
な
説
明
だ
け
で
な
く
、

一
般
参
加
者
か
ら
の
意
見
を
聞
き
、
参
加
者

と
一
緒
に
考
え
る
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
も
取
り

組
み
、
多
い
回
で
約
50

人
、
全
体
で
約
１
３
０
０

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
講
師
は
小
学
生
に
話

を
す
る
の
は
は
じ
め
て

と
い
う
人
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
が
、
話
す
だ
け
で

な
く
実
物
を
使
う
な
ど

の
工
夫
に
よ
り
、
わ
か
り

や
す
く
興
味
を
引
く
内

体験型イベント会場風景より
　（上）生草を貯蔵してみよう
　（下）フレッシュチーズを作ってみよう
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研究者
訪　問
研究者
訪　問

畜産物研究領域

萩　　達　朗

ウ
シ
乳
房
内
で
は
細
菌
感
染
か
ら
乳
房
を

防
御
す
る
た
め
に
、
細
菌
を
認
識
す
る
ウ
シ

乳
腺
上
皮
細
胞
（
Ｂ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
を
中
心
と
し

た
免
疫
反
応
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
こ
の
よ
う
な
宿
主
（
乳
房
）・
細
菌
間

の
相
互
作
用
に
関
す
る
知
見
は
、
乳
房
炎
原

因
菌
等
の
病
原
菌
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
乳
中
に
は
多
種
多
様
な
細
菌
が
存

在
す
る
た
め
、
Ｂ
Ｍ
Ｅ
Ｃ

は
病
原
菌
以
外
の
乳
中
細

菌
と
も
接
触
す
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
病

原
菌
と
宿
主
免
疫
を
主
と

し
た
感
染
防
御
反
応
だ
け

で
な
く
、
腸
内
善
玉
細
菌

に
よ
る
整
腸
作
用
の
よ
う

に
、
宿
主
に
有
益
な
効
果

を
も
た
ら
す
細
菌
と
宿
主

と
の
相
互
作
用
が
乳
房
内

で
も
想
定
さ
れ
、
乳
房
の

健
康
に
有
益
な
善
玉
乳
中

細
菌
の
存
在
も
十
分
予
想

で
き
ま
す
。
本
稿
で
は
、

乳
中
細
菌
と
乳
房
と
の
関

係
を
解
明
す
る
第
一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
行
っ

た
「
乳
中
細
菌
優
占
種
の
Ｂ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
に
対
す

る
接
着
性
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

表
１
に
は
、
１
年
間
に
生
乳
か
ら
分
離
さ

れ
た
乳
中
細
菌
の
種
を
示
し
て
い
ま
す
。
乳

中
か
ら
は
、
非
病
原
性
細
菌
と
し
て
知
ら
れ

て
い
るL

actococcus lactis

が
最
も
多
く

分
離
さ
れ
、
そ
れ
以
外
に
も
多
種
の
細
菌
が

分
離
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

細
菌
は
日
本
に
限
ら
ず
、
世
界

中
で
牛
乳
か
ら
の
分
離
例
が
あ

り
ま
す
。
次
に
、
分
離
し
た
乳

中
細
菌
優
占
種
の
7
株
とL

. 

lactis

の
基
準
株
の
Ｂ
Ｍ
Ｅ
Ｃ

に
対
す
る
接
着
性
を
調
べ
ま
し

た
（
図
１
）。L

. lactis

に
属

す
る
T5-

6
お
よ
び
T5-

11
株

の
接
着
率
は
3
％
以
上
で
、
他

の
分
離
株
や
基
準
株
よ
り
も

強
い
接
着
性
を
示
し
ま
し
た
。

接
着
性
の
強
いL

. lactis

は
、

病
原
菌
が
乳
房
に
接
着
す
る
の

を
競
合
的
に
阻
害
し
、
感
染
防

御
の
一
役
を
担
う
可
能
性
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

近
年
、
微
生
物
を
用
い
た
乳
房
炎
予
防
技

術
開
発
に
関
す
る
報
告
が
出
始
め
て
い
ま

す
。
今
後
、
乳
中
細
菌
と
病
原
菌
と
の
競
合

性
や
、
乳
中
細
菌
が
Ｂ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
の
生
理
機
能

に
与
え
る
影
響
を
調
べ
る
こ
と
で
、
乳
房
の

健
康
に
有
益
な
機
能
を
持
つ
乳
中
細
菌
の
発

見
も
期
待
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
善
玉
乳
中
細

菌
を
活
用
し
た
飼
養
管
理
技
術
も
可
能
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

牛
乳
中
に
存
在
す
る
細
菌
の
新
機
能
を
探
る

牛
乳
中
に
存
在
す
る
細
菌
の
新
機
能
を
探
る

表 1　牛乳中から分離された細菌種

種 Accession
number

16S rRNA gene
相同性 (%) 分離株数

Lactococcus lactis ssp. lactis AE005176 99-100 51
Lactococcus lactis ssp. cremoris FJ749751 99-100 30
Stenotrophomonas sp. FJ748674 98-100 29
Microbacterium sp. EF675621 98-100 26
Chryseobacterium sp. EF033513 99-100 25
Pseudomonas sp. GU213162 99-100 13
Serratia sp. FJ811866 99-100 13
その他（19属 22種） 97-100 66

図１　ウシ乳腺上皮細胞に対する乳中細菌の接着率

T5-6： Lactococcus lactis ssp. cremoris，  T5-11： L. lactis ssp. 
lactis， T5-9：Microbacterium sp.， T2-3： Stenotrophomonas 
sp.， T5-15： Chryseobacterium sp.， T2-1： Pseudomonas sp.，
T2-62： Serratia sp.， 19257： Lactococcus lactis ssp. cremoris
の基準株， 19435： L. lactis ssp. lactisの基準株．
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研究者
訪　問
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の
結
果
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
放
牧
牛
の

血
中
抗
酸
化
能
が
亢
進
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
（
図
１
）。
行
動
調
査
の
結
果

か
ら
こ
の
時
期
は
木
本
類
採
食
割
合
が
増
加

し
て
お
り
（
図
２
）、
さ
ら
に
、
採
食
が
増

加
し
た
木
本
種
の
抗
酸
化
能
を
解
析
し
た
結

果
、
イ
ネ
科
牧
草
よ
り
は
る
か
に
高
い
抗
酸

化
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

（
図
３
）。
現
在
は
野
外
調
査
で
は
解
明
で
き

な
い
血
中
抗
酸
化
能
亢
進
現
象
と
採
食
木
本

種
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
実
験
動
物
へ
の
投

与
試
験
に
よ
り
要
因
究
明
を
試
み
て
い
ま

す
。
本
研
究
に
よ
り
森
林
の
放
牧
利
用
に
お

け
る
新
た
な
可
能
性
を
見
つ
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

以
前
、
留
学
生
と
ド
ラ
イ
ブ
し
た
時
、
彼

は
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
山
や
森
の
多
さ
に
非

常
に
驚
い
て
い
ま
し
た
（
私
達
は
こ
の
風
景

が
当
た
り
前
）。
実
は
日
本
は
国
土
の
67
％

が
森
林
に
覆
わ
れ
た
森
林
立
国
（
森
林
率
世

界
3
位
）。
森
林
は
国
土
の
礎
で
あ
り
、
生

物
多
様
性
の
源
で
あ
り
、
そ
し
て
日
本
の
資

源
で
す
。
国
内
林
業
は
戦
後
の
拡
大
造
林
政

策
に
よ
り
隆
盛
を
極
め
ま
し
た
が
、
木
材
の

輸
入
自
由
化
が
始
ま
っ
た
昭
和
30
年
代
を
境

に
、
安
価
外
材
需
要
の
増
大
に
押
さ
れ
、
林

業
は
衰
退
、
現
在
は
森
林
放
置
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

森
林
放
置
は
国
土
衰
退
や
資
源
放
棄
に
直

結
す
る
た
め
、新
た
な
利
用
法
が
模
索
さ
れ
、

「
林
内
放
牧
」
が
一
つ
の
方
策
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
放
牧
に
よ
り
家
畜
が
下
草

の
繁
茂
し
た
荒
廃
林
地
を
き
れ
い
に
し
、
人

間
が
間
伐
作
業
等
に
入
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
畜
産
農
家
の
飼
料
購
入
費
及
び

労
働
力
の
縮
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。し
か
し
、

林
地
と
い
う
特
異
的
環
境
が
放
牧
家
畜
の
健

全
性
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
十
分
な

科
学
的
検
証
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
技
術
普
及

に
は
家
畜
の
栄
養
や
免
疫
に
着
目
し
た
研
究

が
更
に
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
私
達
は
放
牧
牛
の
林
内
に
お
け

る
採
食
特
性
と
血
液
代
謝
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
、

免
疫
細
胞
機
能
の
関
連
性
を
5
年
間
に
渡
る

野
外
調
査
に
よ
り
検
証
し
て
き
ま
し
た
。
そ

草地管理研究領域

芳　賀　　聡
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図３　主要な採食植物種類別の抗酸化能

図２　木本類を採食する林内放牧牛

図 1　放牧牛の血漿中抗酸化能の推移
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家
畜
育
種
繁
殖
研
究
領
域
、
ソ
ム
フ
ァ
イ
・
タ
マ
ス
研
究
員
が
「
ブ
タ
卵

母
細
胞
の
成
熟
機
構
の
解
明
お
よ
び
超
低
温
保
存
法
の
確
立
に
関
す
る
研

究
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
２
０
１
１
年
度
日
本
繁
殖
生
物
学
会
奨
励
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

こ
の
研
究
で
は
、
ま
ず
、
卵
の
周
囲
に

存
在
す
る
体
細
胞
（
卵
胞
細
胞
）
の
状
態

の
違
い
な
ど
に
よ
り
生
じ
た
ブ
タ
卵
の
成

熟
不
全
が
、
多
精
子
受
精
の
成
立
に
関
与

す
る
こ
と
や
受
精
後
の
胚
発
生
能
に
負
の

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
ブ
タ

の
体
外
胚
生
産
を
行
う
場
合
に
は
、
成
熟
卵
を
正
確
に
分
別
し
て
体
外
受
精

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、体
外
成
熟
・

体
外
受
精
卵
を
固
体
表
面
ガ
ラ
ス
化
法
に
よ
り
超
急
速
冷
却
し
、
一
定
期
間

超
低
温
保
存
し
加
温
し
た
結
果
、
受
精
卵
の
形
態
な
ら
び
に
そ
の
後
の
胚
発

生
能
（
卵
割
率
や
胚
盤
胞
率
）
は
、
冷
却
を
し
て
い
な
い
対
照
区
の
受
精
卵

と
同
様
で
あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
受
精
卵
を
体
外
培
養

す
る
こ
と
で
、
高
率
に
胚
盤
胞
が
得
ら

れ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、

超
低
温
保
存
後
の
受
精
卵
を
計
5
頭
の

借
り
腹
雌
に
移
植
し
て
、
計
16
頭
の
生

存
子
豚
の
作
出
に
世
界
で
初
め
て
成
功

し
ま
し
た
。

（
家
畜
育
種
繁
殖
研
究
領
域　

上
席
研
究
員　

渡
邊
伸
也
）

　

N
A
RO
 Research Prize 

と
は
、
農
研
機
構
の
研
究
職

員
の
研
究
意
欲
を
高
め
、研
究
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、

理
事
長
が
、
前
年
度
の
主
要
な
研
究
成
果
の
中
か
ら
、
社
会

的
、
経
済
的
、
ま
た
は
学
術
的
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
高
い
優
れ

た
研
究
成
果
を
選
定
し
、表
彰
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は
、

田
上
貴
寛
主
任
研
究
員
（
家
畜
育
種
繁
殖
研
究
領
域
）
の
研

究
成
果
で
あ
る
「
始
原
生
殖
細
胞
と
生
体
の
同
時
保
存
に
よ

る
ニ
ワ
ト
リ
遺
伝
資
源
の
効

率
的
保
存
シ
ス
テ
ム
」
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
で
は
、
鳥
類
の

始
原
生
殖
細
胞
が
一
時
的
に

胚
の
血
液
中
を
循
環
す
る
と

い
う
特
性
に
着
目
し
、
ニ
ワ
ト
リ
の
胚
を
生
か
し
た
ま
ま
血

液
を
採
取
し
、
始
原
生
殖
細
胞
を
分
離
し
て
凍
結
保
存
を
行

う
と
と
も
に
、
細
胞
を
採
取
し
た
後
の
胚
を
ふ
卵
器
に
戻
し

て
ふ
化
さ
せ
生
体
と
し
て
も
維
持
継
代
す
る
方
法
を
開
発
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
研
究
の
中
で
、
保
存
し
た
岐
阜
地

鶏
の
始
原
生
殖
細
胞
を
移
植
し
た
代
理
親
お
よ
び
生
体
を
利

用
し
て
、
岐
阜
地
鶏
を
復
元
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
ま
し
た

（
成
果
の
詳
細
は
「
ニ
ュ
ー
スN

o.34

」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

（
企
画
管
理
部　

情
報
広
報
課
）

2011 年度日本繁殖生物学会奨励賞受賞

NARO Research Prize 2011 受賞

「
ブ
タ
卵
母
細
胞
の
成
熟
機
構
の
解
明
お
よ
び

超
低
温
保
存
法
の
確
立
に
関
す
る
研
究
」

「
始
原
生
殖
細
胞
と
生
体
の

同
時
保
存
に
よ
る
ニ
ワ
ト
リ
遺
伝
資
源
の

効
率
的
保
存
シ
ス
テ
ム
」

ガラス化凍結を行った体外胚
より生産した子ブタ
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　　　　　平成 23 年度問題別研究会
　「牛における人工授精の現状と今後の研究展開 ｣

　　「自給飼料を基盤とした国産畜産物の
　高付加価値化技術の開発（国産飼料プロ）」３系成果発表会

現
在
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
牛
人
工
授
精
の
低
受
胎
の
解
決

に
向
け
、
牛
の
人
工
授
精
に
関
す
る
現
状
を
再
確
認
す
る
と
同

時
に
、
今
後
、
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
研
究
展
開
の
方
向
性
を

議
論
す
る
た
め
、
10
月
24
〜
25
日
、
日
本
教
育
会
館
（
東
京
都

千
代
田
区
）
に
お
い
て
、
平
成
23
年
度
問
題
別
研
究
会
「
牛
に

お
け
る
人
工
授
精
の
現
状
と
今
後
の
研
究
展
開
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
研
究
会
に
は
、
農
林

水
産
省
、
大
学
、
公
立
畜
産
関
係
場

所
、
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
、
農
業
生

物
資
源
研
究
所
等
か
ら
、
１
２
５
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
２
日
間
に

わ
た
る
研
究
会
に
お
い
て
、
雌
牛
の

適
期
授
精
を
阻
害
す
る
も
の
と
し

て
、
牛
側
の
要
因
に
加
え
、
現
場
関

係
者
の
連
携
不
足
等
の
人
的
要
因
も

顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
、
牛
の
低
受

胎
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
雌
雄
両

側
か
ら
の
研
究
取
組
が
必
要
で
あ
る

こ
と
等
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
特
別
講
演
「
動
物
保

護
の
歴
史
と
動
物
実
験
の
あ
り
方
〜
欧
米
と
日
本
の
比
較
か

ら
」（
東
京
財
団
：
橳ぬ

で
し
ま島

次
郎
研
究
員
）
に
お
い
て
、
畜
産
に

関
す
る
研
究
機
関
で
は
、
関
係
法
規
は
も
と
よ
り
、
動
物
愛
護

団
体
を
は
じ
め
と
し
た
一
般
市
民
に
的
確
に
説
明
で
き
る
よ
う

な
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
動
物
実
験
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

（
家
畜
育
種
繁
殖
研
究
領
域　

上
席
研
究
員　

渡
邊
伸
也
）

　

農
林
水
産
省
委
託
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
国
産
飼
料
プ
ロ
」
で
は
、

飼
料
用
米
に
つ
い
て
の
品
種
育
成
、
多
収
栽
培
技
術
お
よ
び
家
畜
へ

の
給
与
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
3
系
の
飼
料
用
米
の
乳
肉
牛
へ
の
給
与
技
術
に
関
す
る
こ

れ
ま
で
の
成
果
に
つ
い
て
、
11
月
８
日
、
農
林
水
産
省
共
済
組
合
南

青
山
会
館
（
東
京
都
港
区
）
に
お
い
て
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　

冒
頭
に
、
藤
本
潔
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
長
お
よ
び
松
本
光

人
畜
産
草
地
研
究
所
長
か
ら
挨
拶
の
後
、
5
題
の
研
究
成
果
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
当
研
究
所
永
西
修
上
席
研
究
員
に
よ
る
「
飼
料
用
米

や
有
色
素
米
の
飼
料
特
性
」、同
浦
川
修
司
上
席
研
究
員
に
よ
る
「
飼

料
用
米
を
効
率
よ
く
給
与
す
る
た
め
の
調

製
・
加
工
方
法
」、
千
葉
県
畜
産
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
川
嶋
賢
二
氏
に
よ
る
「
乳
用

育
成
牛
へ
の
飼
料
用
米
給
与
の
影
響
」、

三
重
県
畜
産
研
究
所
山
本
泰
也
氏
に
よ
る

「
泌
乳
牛
へ
の
飼
料
用
米
給
与
の
影
響
」、

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所

鈴
木
庄
一
氏
に
よ
る
「
肉
用
牛
へ
の
飼
料

用
米
給
与
の
影
響
」が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
総
合
討
議
（
座
長
：
当
研
究

所
野
中
和
久
上
席
研
究
員
）
で
は
、
農
林

水
産
省
の
小
倉
弘
明
草
地
整
備
推
進
室
長
お
よ
び
発
表
者
5
名
を
パ

ネ
ラ
ー
と
し
て
、
牛
へ
の
給
与
技
術
の
ほ
か
、
飼
料
用
米
の
品
種
育

成
、
低
コ
ス
ト
栽
培
技
術
な
ど
も
含
め
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
適
時
の
成
果
公
表
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
飼
料
作
物
研
究
領
域
長　

大
同
久
明
） 藤本農林水産技術会議事務局長によるご挨拶

牛の人工授精に関する現状報告（質疑応答）
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11
月
10
日
か
ら
２
日
間
に
わ
た

り
、
畜
産
草
地
研
究
所
（
つ
く
ば
）

大
会
議
室
に
お
い
て
家
畜
ふ
ん
尿
処

理
利
用
研
究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
行
政
、
大
学
、
研
究
機
関
、
各

種
農
業
関
係
団
体
か
ら
１
１
９
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
家
畜
ふ
ん
尿

の
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
の
利
用
を
推

進
す
る
た
め
に
は
、
家
畜
ふ
ん
尿
中

に
含
ま
れ
て
い
る
重
金
属
や
、
入
り

込
む
可
能
性
の
あ
る
有
害
微
生
物
等

に
つ
い
て
適
切
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
年

度
は
「
家
畜
ふ
ん
尿
を
処
理
利
用
す
る
際
の
防
疫
と
重
金
属
対

策
に
関
す
る
研
究
動
向
」
を
テ
ー
マ
に
情
報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
１
日
目
に
は
農
林
水
産
省
畜
産
環
境
・
経
営
安
定
対
策
室

の
金
澤
正
尚
課
長
補
佐
に
よ
る
基
調
講
演
「
畜
産
環
境
を
め
ぐ

る
情
勢
」
と
「
衛
生
・
防
疫
対
策
技
術
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
話

題
提
供
の
後
、
畜
産
施
設
の
衛
生
面
や
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ

ム
対
応
に
つ
い
て
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
日
目
に
は
「
重

金
属
対
策
技
術
、お
よ
び
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
に
関
す
る
手
引
き
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
話
題
提
供
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
討
論
で
は

重
金
属
の
流
亡
、
悪
臭
発
生
要
因
と
対
策
等
に
関
す
る
議
論
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

（
畜
産
環
境
研
究
領
域
長　

島
田
和
宏
）

　

3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
自
給
飼
料
基
盤
と
と
も
に

飼
料
供
給
基
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
購
入
飼
料
の
安
定
供
給
に

依
存
し
た
わ
が
国
の
畜
産
経
営
の
脆
弱
さ
を
再
認
識
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
は
広
域
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
牧
草
の
利
用
制
限
が
各
地
で
長
く
続
き
、
汚
染
さ
れ
た
稲
わ
ら
給
与

に
よ
る
牛
肉
の
汚
染
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
関
係
者
が
築
き
あ
げ
た
耕
畜
連

携
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成
23
年
度
自
給
飼
料
利

用
研
究
会
は
「
飼
料
自
給
の
危
機
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
」
を
テ
ー
マ

に
、
11
月
24
〜
25
日
に
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
筑
波
事
務
所
に
お
い

て
１
５
７
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
農
林
水
産
省
生
産
局
畜
産
部
の
丹
菊

課
長
補
佐
と
全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の

三
輪
氏
に
よ
る
基
調
講
演
が
な
さ
れ
た
後
、「
飼

料
作
に
お
け
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
低
減
技

術
」、「
塩
害
農
地
で
の
飼
料
生
産
」、「
飼
料
の

広
域
流
通
と
流
通
基
準
の
策
定
」
に
つ
い
て
研

究
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。２
日
目
は
、フ
ォ

レ
ー
ジ
テ
ス
ト
に
関
す
る
最
新
技
術
紹
介
が
さ

れ
ま
し
た
。
安
全
な
飼
料
の
生
産
・
供
給
・
利

用
を
着
実
に
行
う
た
め
に
、
研
究
成
果
の
活
用

や
現
場
の
課
題
な
ど
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
午
後
に
は
希
望
者
を
対
象
に
永
西
上
席
研
究
員
に
よ
る
ａ
Ｎ

Ｄ
Ｆ
分
析
の
実
技
講
習
が
畜
産
草
地
研
究
所
で
開
か
れ
、
予
定
よ
り
多
い

受
講
者
が
集
ま
り
、
熱
心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
企
画
管
理
部　

研
究
調
整
役　

栂
村
恭
子
）

平成 23 年度家畜ふん尿処理利用研究会

平成 23 年度自給飼料利用研究会

技術講習会分析実習の様子

総合討論の様子
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Spot News

　平成 23 年度問題別研究会
　「消費者ニーズに応えるおいしい高付加価値化国産食肉生産 ｣

11
月
25
日
、
畜
産
草
地
研
究
所
（
つ
く
ば
）
に
お
い
て
本
研
究
会
が

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
１
３
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
最
初
に
基
調
講

演
と
し
て
北
海
道
大
学
の
西
邑
隆
徳
氏
に｢

食
肉
の
お
い
し
さ
と
品
質

｣

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
個
別
講
演
と
し
て
７

名
の
方
か
ら
、｢

消
費
者
嗜
好
と
品
質
評
価
技
術
の
あ
り
方｣

、｢

牛

肉
の
香
り
に
基
づ
く
お
い
し
さ
と
諸
成
分
と
の
関
係｣

、｢

消
費
者
に

お
け
る
食
肉
の
「
お
い
し
さ
」
と
は｣

、｢

海
外
の
食
肉
生
産
者
か
ら

見
た
日
本
の
消
費
者｣

、｢

地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
長
あ
る
牛
肉
生

産｣
、｢
黒
毛
和
種
経
産
牛
の
放
牧
仕
上
げ
「
熟
ビ
ー
フ
」
の
特
徴｣

、

｢

褐
毛
和
種
に
よ
る
周
年
放
牧
肥
育
事
例｣

の
演
題
で
お
話
い
た
だ
い

た
後
、
総
合
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
講
演
と
総
合
討

論
で
は
、
食
肉
の
消
費
状
況
に
応
じ
た
品
質
・
価
格
と
満
足
度
、
品
質

評
価
項
目
と
多
様
な
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
と
ら
え
方
、
香
気
成
分
を
中
心

と
し
た
牛
肉
の
お
い
し
さ
研
究
の
現
状
、
各
種
食
肉
に
対
す
る
消
費
者

の
嗜
好
、
牛
肉
販
売
に
お
け
る
消
費
者
調
査
の
重
要
性
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
特
徴
あ
る
牛
肉
生
産
事
例
等
に
つ
い

て
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
研
究
会
で
は
、
多
く
の
参
加
者
が
食
肉
の｢

お
い
し
さ｣

、｢

品
質
評
価｣

、｢
消
費
者
ニ
ー

ズ｣

等
に
関
す
る
現
状
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、「
消
費
者
調
査
に
基
づ
く
、
食
肉
の
消
費

者
向
け
商
品
価
値
（
お
い
し
さ
や
満
足
度
）
表

示
の
重
要
性
」
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
有
意
義
な
研
究
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
畜
産
物
研
究
領
域
長　

相
川
勝
弘
）

　

８
月
29
〜
30
日
、
農
研
機
構
連
携

広
報
セ
ン
タ
ー
東
京
リ
エ
ゾ
ン
オ

フ
ィ
ス
に
お
い
て
「
体
細
胞
ク
ロ
ー

ン
牛
と
は
？
」
と
題
す
る
サ
イ
エ
ン

ス
カ
フ
ェ
を
開
催
し
、
体
細
胞
ク

ロ
ー
ン
技
術
に
関
す
る
最
新
の
研
究

成
果
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
希
望

者
に
対
す
る
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
由
来

牛
肉
の
試
食
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
２
日
間

で
合
計
４
回
開
催
し
た
講
演
＆
試
食
の
参
加
者
40
名
の
内
訳

は
、
男
性
25
名
、
女
性
15
名
で
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
の
主
な

職
業
は
、
会
社
員
、
研
究
員
、
学
生
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
い
た
だ
い
た
主
な
質
問
や
意
見
に
は
、 「
ク

ロ
ー
ン
」
と
い
う
用
語
に
関
す
る
も
の
（「
ク
ロ
ー
ン
」
か
ら

感
じ
る
イ
メ
ー
ジ
が
悪
い
）、
ク
ロ
ー
ン
技
術
が
も
た
ら
す
メ

リ
ッ
ト
に
関
す
る
も
の
（
ク
ロ
ー
ン
技
術
に
よ
っ
て
「
安
く
て

良
質
な
畜
産
物
」
が
手
に
入
る
よ
う
な
状
態
に
な
れ
ば
よ
い
。

し
か
し
、
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
の
生
産
効
率
が
低
い
と
い
う
現
状

を
考
え
る
と
、
消
費
者
あ
る
い
は
生
産
者
と
も
に
メ
リ
ッ
ト
は

な
い
の
で
は
な
い
か
）、
ク
ロ
ー
ン
技
術
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
解
明
に
関
す
る
も
の
（「
ド
ナ
ー
細
胞
の
初
期
化
」
を
始
め

と
し
た
「
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
」
を
解
明
す
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
生
産
効
率
を
高
め
る
研
究
や
国
民
理
解
の
醸

成
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
が
解
消
さ
れ
る
は
ず
だ
）が
あ
り
ま
し
た
。

（
家
畜
育
種
繁
殖
研
究
領
域　

上
席
研
究
員　

渡
邊
伸
也
）

サイエンスカフェ実施報告

個別講演（質疑応答）

研究成果紹介

NARO Institute of Livestock and Grassland Science
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那須研究拠点一般公開

10
月
15
日
（
土
）
に
、「
見
て
、
触
れ
て
、
体
験
し
よ
う
！

畜
産
草
地
研
究
所　

公
開
デ
ー　

〜
牛
と
草
を
科
学
し
、
安

心
、
安
全
な
畜
産
物
生
産
を
目
指
し
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
那

須
研
究
拠
点
の
一
般
公
開
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
研
究
紹
介
パ
ネ
ル
展
示
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
体
験
、

顕
微
鏡
観
察
教
室
、
バ
タ
ー
造
り
体
験
、
農
機
具
展
示
、
動

物
ふ
れ
あ
い
、牛
肉
試
食
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
も
好
評
だ
っ
た
顕
微
鏡
観
察
教
室
で
は
、
大
画
面
に

映
し
出
さ
れ
た
牛
の
胃
内
の
微
生
物
、
生
き
た
ミ
ミ
ズ
、
菌

根
菌
等
が
大
人
だ
け
で
な
く
子
供
達
の

興
味
と
関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

研
究
紹
介
・
技
術
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
新
た
に
「
遺
伝
子
組
換
え
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
と
生
物
多
様
性
試
験
に
つ
い

て
」、「
牛
の
給
食
セ
ン
タ
ー
〜
牛
の
ま

ぜ
ご
飯
（
発
酵
Ｔ
Ｍ
Ｒ
）
〜
」、「
草
か

ら
燃
料
を
作
る
」
の
ミ
ニ
講
演
会
を
開
催
し
、
参
加
者
か
ら

は
「
発
酵
Ｔ
Ｍ
Ｒ
一
個
で
牛
何
頭
分
で
す
か
？
」、「
エ
リ
ア

ン
サ
ス
は
ど
う
い
う
機
械
で
刈
り
取
る
の
で
す
か
？
」
等
の

質
問
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
大
変
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
新
た
に
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
企
画
し
た
こ
と

に
よ
り
、研
究
紹
介
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、

畜
産
草
地
研
究
所
の
研
究
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
う
上
で
効

果
的
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
イ
ベ
ン
ト
運
営
の
改
善
を
図
り
つ
つ
、
当
研
究
所

の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

 

（
企
画
管
理
部　

連
絡
調
整
チ
ー
ム
長　

大
里　

孝
）
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8
月
27
日
（
土
）
に
一
般
公
開
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
地
元
を
初
め
と
す
る
１
０
０
０
名

以
上
の
方
々
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。
隔
年
開
催
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
多
く
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
き
、
回
を
重
ね
る
ご
と

に
知
名
度
が
上
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
第
３
期
中
期
計
画
の
初
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

そ
こ
で
、展
示
パ
ネ
ル
の
全
面
改
定
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
は
地
元
の
自
然
愛
好
団
体
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
浅

間
山
麓
の
動
植
物
に
関
す
る
展
示
・
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
試
み
は
い
ず
れ
も
好
評
で
、
土
地
利

用
型
畜
産
を
理
解
し
て
も
ら
う
上
で
も
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。各
種
催
し
の
印
象
を
来
訪
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
み
る
と
、

年
齢
が
高
い
層
で
は「
作
業
機
械
の
展
示
」や「
草
地
の
景
観
」

が
、
ま
た
、
低
い
層
で
は
「
子
牛
の
展
示
」
や
「
落
書
き
広

場
」
が
好
評
で
し
た
。
実
演
関
係
で
は
、「
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル

ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
実
演
」
が
全
て
の
世
代
に
評
判
が
良
く
、「
ラ

ジ
コ
ン
ヘ
リ
に
よ
る
肥
料
散
布
の

実
演
」
は
特
に
男
性
か
ら
支
持
さ

れ
ま
し
た
。
試
飲
・
試
食
関
係
で

は
、「
放
牧
牛
肉
の
試
食
」、「
チ
ー

ズ
ホ
エ
ー
ド
リ
ン
ク
ヨ
ー
グ
ル
ト

の
試
飲
」
と
も
に
大
変
好
評
で
、

こ
れ
ら
の
食
品
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
一
般
公
開
は
、
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
の
影
響
が

あ
る
中
、何
と
か
無
事
に
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
御
代
田
研
究
拠
点
一
般
公
開
実
行
委
員
会　

井
出
保
行
）

御代田研究拠点一般公開

Spot News

顕微鏡観察教室

子牛の展示
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